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　清少納言にとって、定子（ていし）中宮は唯一最高の女性であった。初め
て参上した時の、袖口からちらりと見えた御手の美しかったこと。十ほど年
下なのに、明朗快活なサロンの御主人様であった。枕草子の「香炉峰の雪」
は少納言の得意絶頂のひとコマ。中宮さまはただ「笑はせたまふ」た。
　998年の師走半ば、大雪が降って庭に雪山を作らせた。「いつまでありな
む？」との仰せに皆が「年内」と答えたのを、少納言は「正月十五日」と言
い張った。観音に祈り、丈低くなって年を越した。元日、雪が降り積もったが、
中宮さまはきびしく、上のはかき集めて捨てさせた。…薄汚れ、里下がりの
間に雨が降り、十四日朝には円座（わらうだ＝敷物）大になっていた。翌早
朝容器を持たせたが、もう跡形もなかった。その日のために歌までつくって
いたのに。中宮さまから「さて雪は今日までありつや？」とのこと。口惜し
くて“だれかが憎んで取り捨てたのかも”と申し送った。
　二十日に御前にて言上すると、「いみじく笑はせたまふ」。人々も笑う。“前
夜に片づけさせたのよ。でもそんなに思い入れしていたとは、罰があたるわね。
あなたが勝った今は、その歌とやらをおっしゃいなさい”。
　いたずらだったのだ。他愛ない冗談とは言え、いたたまれなかった。「いと
つらく、うちも泣きぬべき心地ぞする」。大人の自信家にしてこんな目にあう。
枕草子は、宮仕えの短くも幸せな日々の形見である。
　降るものは雪。ほどほどが良い。「檜皮葺（ひわだぶき）いとめでたし。少
し消えがたになるほど。多くは降らぬが、瓦の目ごとに入りて、黒う丸（ま
ろ）に見えたる、いとをかし」。

幸せな日々の形見

辻　憲男（文学部教授）

清少納言が住んだという東山区鳥辺野にて。
定子陵参道は剣神社から泉涌寺に通じる道。

神戸親和女子大学通信教育部　2014年度4月入学 入学説明会

　小学校・幼稚園・特別支援学校教員免許状、保育士資格、社会福祉士国家試験受験資格の取得
や生涯学習のスタートをお考えのご友人などにご案内ください。

◇本学主催

2014年  1月19日（日）

2014年  2月23日（日）

2014年  3月16日（日） （
13：00〜17：00
12：30 受付開始
    13：00〜 全体説明
    13：30〜 個別相談）

三宮サテライトキャンパス
　（開催時間・場所は3日間とも共通）

◇公益財団法人私立大学通信教育協会主催
  （※本学ブースでの個別相談）

2014年2月  9日（日）
  11：00〜16：00

大　阪（梅田スカイビルタワーウエスト）

2014年2月15日（土）
  12：00〜17：00

広　島（広島国際会議場）

2014年2月15日（土）
  12：00〜17：00

名古屋（名古屋ガーデンパレス）

2014年2月16日（日）
  11：00〜16：00

福　岡（エルガーラホール）

2014年2月22日（土）
  12：00〜17：00

大　阪（梅田スカイビルタワーウエスト）

2014年2月23日（日）
  11：00〜16：00

名古屋（ウインクあいち愛知県産業労働センター）


